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約

７
月
24
日
(火)
、
牛
島
の
旧
南
部
公
民

館
跡
地
に
、
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
｢な
ん
ぴ
あ
｣別
館
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
別
館
は
、
生
涯
学
習
機
能
を
は

じ
め
、
地
域
活
動
支
援
、
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
の
防
災
拠
点
と
な
る
複
合

施
設
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　

な
お
、
住
民
票
な
ど
の
交
付
や
、
国

保
･市
税
･福
祉
な
ど
に
関
す
る
各
種
手

続
き
は
行
い
ま
せ
ん
。
南
部
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(御
野
場
)な
ど
の
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
業
務
】

▼

生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と

▼

地
域
活
動
に
お
け
る
各
種
相
談

▼

補
助
金
の
申
請
受
付

【
業
務
時
間
】

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
貸
出
施
設
■
■

開
館
時
間
▼

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

予
約
開
始
日
▼

使
用
日
の
前
月
１
日
〜

予
約
方
法
▼

秋
田
市
公
共
施
設
案
内
･予

約
シ
ス
テ
ム
、
電
話
、
直
接
窓
口
の
い

ず
れ
か
で

●
問
い
合
わ
せ

オ
ー
プ
ン
前

南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(御
野
場
)

☎
(８
３
８
)１
２
１
２

オ
ー
プ
ン
後

な
ん
ぴ
あ
別
館
(代
表
番
号
)

☎
(８
５
３
)５
７
３
５

施
設
利
用
窓
口☎

(８
５
３
)５
７
２
７

＊
オ
ー
プ
ン
前
は
秋
田
市
公
共
施
設
案
内
･予

約
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
電
話
(平
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
15
分
)で
受
け
付
け
ま
す
。

〈
施
設
概
要
は
左
表
参
照
〉

■設備使用料(１時間あたりの料金)
多目的ホール照明器具＝50円
陶芸工作室の陶芸窯＝250円
調理室の調理器具＝150円

＊営利･非営利を問わず有料です｡

■貸出施設概要

施設利用は無料です。ただし、営利目的は
１時間あたり下記料金が必要です( )

 

 

　　　

周辺
地図

 

 

寄
付
内
容
▼

寄
付
金
は
桜
１
本
に
つ
き

10
万
円
で
、
今
年
度
は
10
本
分
を
募
集

し
ま
す

応
募
方
法
▼

個
人
ま
た
は
団
体
で
桜
１

本
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
公
園
課

(市
役
所
４
階
)か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

７
月
27
日
(金)
か
ら
８
月
24
日
(金)
ま
で
の

平
日
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
(応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

【
広
報
ID
番
号
 １
０
１
５
５
５
１
】

特
典
▼

植
樹
し
た
桜
に
、
オ
ー
ナ
ー
氏

名
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
記
し
た
銘
板

を
設
置
し
ま
す

問

公
園
課
☎
(８
８
８
)５
７
５
３

千
秋
公
園
を

桜
の
名
所
と
し

て
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
新
た
に
植
え
る
桜
の
木

の
オ
ー
ナ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
制
度
は
、
桜
の
植
栽
な
ど
の
費

用
の
一
部
を
市
に
寄
付
し
て
い
た
だ

き
、
千
秋
公
園
の
桜
の
再
生
に
協
力
し

て
も
ら
う
も
の
で
す
。

＊
桜
の
管
理
な
ど
は
市
が
行
い
ま
す
。

千
秋
公
園
さ
く
ら
フ
ァ
ン
ド

４



秋田市文化選奨は、芸術･学術など

の各分野において優れた作品を発表

し、本市文化の向上に貢献したかた

に贈られます。今年度の受賞者は下

記のみなさんです。

文化振興課☎(888)5607

10
月
30
日

（火）
か
ら
11
月
５
日

（月）
ま

で
、
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
る
｢第
141
回

秋
田
県
種
苗
交
換
会
｣の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
が
決
定
し
ま
し
た
！

応
募
総
数
１
千
590
作
品
の
中
か
ら
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
御
野
場
中

学
校
３
年
の
佐
々
木
亜
胡
さ
ん
の
上
の

作
品
で
す
。
そ
の
他
の
受
賞
作
品
は
、

左
記
の
種
苗
交
換
会
協
賛
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☎
(８
８
８
)５
７
４
２

h
ttp
s://sh
u
b
yo
1
4
1
.w
ixsite
.

c
o
m
/sh
u
b
yo

秋田市文化選奨

部門 学術(民俗)

作品名
あきた風土民俗考

本作品は、秋田魁

新報に2013年から

３年間、152回にわ

たって連載されました。

本著では、暮らしに根ざ

した年中行事を中心とし

た民俗事象を３章に分け

て解説、その意義を考え

るためのヒントとして、私たちのこ

れまでの暮らしの足跡を思い返すた

めの貴重な１冊となっています。

齊藤壽胤
� � � �

さん

久保田城址歴史案内ボランティアの会
(会長 小国裕実さん)

部門 社会文化

作品名　
世紀を超えて
-久保田城址

(千秋公園)散歩-

本作品は、同会設

立20周年記念誌として刊行されまし

た。本誌では、1998年の設立時から

の会の歩みを綴
� �

るだけでなく、久保

田城址(千秋公園)の歴史と文化に触

れながら、秋田市中心市街地活性化

における千秋公園の役割にも言及す

る内容となっています。

平成30年度

種
苗
交
換
会

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

秋田から 広がる食農 つながる未来

＊表彰式は７月26日(木)午後４時から、秋
田ビューホテルで行います。

２
０
１
９
年
に
開
催
さ
れ
る
｢第
58

回
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
･ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際

美
術
展
｣の
日
本
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
(展

示
企
画
者
)に
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
の

服
部
浩
之
准
教
授
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
大
学
の
石
倉
敏
明
准
教
授

が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
作
曲
家
、
建
築

家
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
･ヴ
ェ
ネ
チ
ア
市
で
２
年

に
一
度
開
催
さ
れ
る
〝
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
･

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
〟
は
、
120
年
以
上
の
歴

史
を
誇
る
権
威
あ
る
美
術
展
で
、
国
別

参
加
の
方
式
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

活
躍
の
場
は
世
界
へ
！
 展
覧
会
の

成
功
に
向
け
、
着
々
と
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
｢第
58
回
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
･

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
美
術
展
｣は
、
来

年
５
月
11
日
か
ら
11
月
24
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

秋
田
公
立
美
術
大
学
事

務
局
企
画
課
☎
(８
８
８
)８
４
７
８

日
本
館
概
要

タ
イ
ト
ル
｢Ｃ
ｏ

�

ｓ�

ｍ
ｏ

�

ー
Ｅ
ｇ
ｇ
ｓ

�

�

�

�

／

宇
宙
の
卵
｣。
大
津
波
に
よ
り
海
底
か

ら
陸
上
に
運
ば
れ
た
｢津
波
石
｣を
起
点

と
し
、
地
球
に
流
れ
る
長
い
時
間
、
自

然
の
力
を
改
め
て
考
え
、
生
態
系
の
一

部
と
し
て
人
間
が
い
か
に
こ
の
世
界
で

非
人
間
と
共
存
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
、
静
か
に
考
え
る
場
を
築
く
展
覧

会
と
な
り
ま
す

美大の准教授が
国際的権威のある美術展で
日本代表の主要メンバーに

６月11日の記者会見で。秋田公立美術大学
の服部浩之准教授(左)と石倉敏明准教授

５ 広報あきた　平成30年７月20日号


